
ウェルビーイングなウェルビーイングな
まちづくりまちづくり

Think Study

Action

チェルシー地区にある
「ハイライン」を視察!

　ハイラインとは、マンハッタンのチェル
シー地区にある、廃線となった高架線路
を再利用した都市公園です。1934年にセ
ントラル鉄道の高架貨物鉄道として建設
されましたが、1980年代には廃線となり
放置されていました。1999年頃から地域
住民や非営利団体が再利用の構想を始
め、その後、ニューヨーク市による再生PJ
も始まり、2009年歩道や公園として再生
されました。
　このハイラインは、歴史的な価値を持
つ鉄道施設を保存しつつ、新たな都市公
共空間を創出しました。また、都市の景観
やデザイン、観光資源の向上など、まちの
魅力を高めるなど、都市計画の成功事例
として多くを学ばせて頂きました。

ウェルビーイング
（Well-being）とは?
　ウェルビーイングとは、個人やコミュ
ニティが、身体的、精神的に健康な状態
であるだけでなく、社会的、経済的にも
良好で満たされている状態にあること
を指します。1946年に署名された世界保
健機関（WHO）憲章では、「健康とは、病
気でないとか、弱っていないということ
ではなく、肉体的にも、精神的にも、そし
て社会的にも、すべてが満たされた状態
にあることをいう。」と定義されました。
　ウェルビーイングの追求は、健康だけ
でなく、生活全般の質を向上させること
を目指す総合的なアプローチを意味し
ます。
　ウェルビーイングが注目されている背
景としては、技術革新やグローバル化に
伴う社会経済の変化、個人や社会全体の
生活の質や幸福度に対する関心の高ま
り、また、新型コロナウィルスの拡大によ
る健康や働き方に対する価値観の変化
やSDGsとの関わりなどが挙げられると
思います。

世界幸福度ランキング
からみる日本
　ウェルビーイングを測る指標として、
国際連合が発行する世界幸福度ランキ
ングが有名です。1人当たりのGDP、社会
的支援、健康寿命、人生の自由度、寛容
さ、政治の腐敗度を10点満点で評価して
います。2023年の報告書では、1位は6年
連続のフィンランド、2位はデンマーク、3
位はアイスランドと続き、日本は47位と
いう結果でした。
　私は世界50ヶ国を旅してきました。確
かにフィンランドは美しく安全で、見るか

Chiyoda Kids Games2023を開催!

　小学生を対象とした「ちよだキッズ
ゲームズ2023」を外濠公園総合グラン
ドで開催しました。普段の所属チームで
はない選手でチームを編成し、4対4、5
対5、6対6など、子どもの年代に応じた
形式によりゲームを行いました。これを 
「スモールサイドゲーム」と言います。普
段の試合より、プレー回数やドリブル回
数は2倍、シュート数は3倍となるそうで
す。私達、千代田区サッカー協会は、これ
からも子どもやプレーヤーを最優先とし
たサッカー環境を作って参ります。

https://www.chiyoda-fa.jp/

世界の街歩き

スコピエ（北マケドニア共和国）
人口　49.7万人
面積　1854k㎡

　北マケドニア共和国は1991年に旧ユー
ゴスラビア連邦より独立した共和国です。
バルカン半島南部に位置し、南はギリシャ、
東はブルガリア、西はアルバニア、北はセ
ルビア、コソボと四方を他国に囲まれた内
陸国です。マケドニアと言えば、ギリシャ、

エジプトから東インドまでを制服した英雄
アレクサンダー大王を思い出す方も多い
と思います。
　その首都であり最大の都市がスコピエ
です。中心部にはヴァルダル川が流れ、北
岸の旧市街は、オスマン帝国の影響で木
骨の煉瓦造 2階建のオスマン建築が、ま
た南岸の新市街には、中層の煉瓦造や 
RC 造のヨーロッパ建築がそれぞれ建ち
並んでいます。
　1963年に発生したスコピエ地震で市
内の80%が倒壊し、震災後の都市計画コ

ンペにおいて丹下健三氏のプランが入賞
しましたが、スコピエ駅以外は殆ど実現し
ませんでした。そして、スコピエ2014と言
う都市計画により、アレクサンダー大王像
を始め、異様なモニュメントが街中に溢れ
ています。パリの凱旋門､アテネのパルテ
ノン神殿､ワシントンのホワイトハウスなど
の模造建築物も数多くあり、そこをロンド
ンの2階建バスが走るまち並みは如何な
ものか。一方で、旭日旗に似た国旗には親
近感がわきます。「未知の国」北マケドニ
アに行ってみませんか。

らに皆さん幸福そうでした。一方、例え
ば医療格差が激しいアメリカや暴動やス
トライキが多発するフランスより日本の
幸福度が低い結果には違和感もありま
す。幸福のとらえ方は主観的で、社会や
文化によっても多様なため、数値化や順
位付けは参考程度と考えるべきとは思
いますが、あまりに低いのも残念です。

　ウェルビーイングの取組みは多岐にわ
たります。例えば、企業経営においては、
利益の最大化だけではなく、従業員や取
引先などにウェルビーイングを配慮する
ことが重要となります。また、医療分野
では、疾病の予防、早期発見、適切な治
療がウェルビーイングに直結し、環境分
野では、健康的な居住環境や自然環境
を提供することでウェルビーイングを向
上させます。これらの分野は相互に関連

し、人々の幸福と健康を促進する為に総
合的なアプローチが求められています。

ウェルビーイングな
まちづくりとは
　2022年6月、岸田内閣は主要政策であ
る「新しい資本主義」の重要な柱のひと
つとして、「デジタル田園都市国家構想」
を発表しました。この構想は、デジタル技
術の活用により「全国どこでも誰もが便
利で快適に暮らせる社会」を目指すもの
です。そこでは「国民がウェルビーイング
を実感できる社会の実現、成長戦略によ
る成長と分配の好循環の拡大などを通
じて、格差是正を図りつつ、一人一人の
国民が結果的にウェルビーイングを実感
できる社会の実現を目指す。」と明記さ
れています。

　まちづくりにおけるウェルビーイング
を推進するにあたり具体的には、
①住民の身体的・精神的な健康では、安
全な生活環境や健康増進施設の提供

②社会的繋がりの促進では、コミュニ
ティ活動の場の整備

③教育や成長の場としては、良質な学校
や教育プログラムの提供

④環境分野では、清潔な生活環境や公
園・緑道の整備

⑤まちづくりへの参画では、民主的な意
思決定の仕組み

などが必要ではないかと考えています。

　まちづくりにおけるウェルビーイング
とは、単なる物理的な健康だけでなく、
個人の幸福感や生活の質を多面的に捉
え、まちづくりに取り入れることが求め
られていると思います。地域社会全体が
協力してこれらの要素を向上させること
で、住民の満足度と幸福感を高めること
ができるのではないでしょうか。

①「千代田のまちづくり」に全力で取り組みます。
② 皆様からの「ご相談」に迅速にご対応します。
③ 活動レポート「FORWARD」を定期的に発行します。
④「タウンミーティング」を定期的に開催します。
⑤ 国､東京都､千代田区をしっかりと「繋いで」参ります。

内田直之 5つのお約束

内田直之が、「考えたこと」「感じたこと」「学んだこと」「行動したこと」を皆様にお伝えする紙上ブログです
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ボランティア・学生インターンを募集しています!メールやお電話で、お気軽にお問い合わせ下さい。
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一龍斎貞鏡
講談師
×

内田直之
まちづくりに関わる著名な方々と、内田直
之との対談を連載でご紹介します。第５回
目のゲストは、この秋に真打に昇進された
一龍斎貞鏡先生にご登場いただきます。

対
談
企
画
シ
リ
ー
ズ
５
貞
鏡
先
生
、真
打
昇
進
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

内
田
直
之（
以
下
、内
田
）：
公
私
と
も
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。ま
ず
は
、真
打
へ
の
ご
昇
進
、本
当
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。師
匠
で
あ
る
故一龍
斎
貞
山
先
生
に

も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。貞
鏡
先
生
が
前
座
の
頃

か
ら
応
援
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、最
近
で
は「
笑
点
」や

「
美
の
壺
」「
東
京
人
」な
ど
メ
デ
ィ
ア
に
も
多
く
出
演
さ
れ
、

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。ま
ず
初
め
に
、講
談
と
落

語
の
違
い
を
教
え
て
頂
け
ま
す
か
。

一龍
斎
貞
鏡
先
生（
以
下
、貞
鏡
先
生
）：
端
的
に
言
い
ま
す

と
、落
語
は
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、落
ち
が
あ
る
落
と
し
話

を
語
る
芸
能
で
あ
り
、登
場
人
物
の
会
話
だ
け
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。一方
、講
談
は
、第
三
者
目
線
の
説
明
文
が
入
っ

て
会
話
も
入
り
、歴
史
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
、起
承
転
結
に

沿
っ
て
お
話
を
す
る
と
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。

内
田
：
張
扇
で
釈
台
を
叩
い
て
調
子
を
取
り
な
が
ら
歴
史

に
ま
つ
わ
る
物
語
を
読
み
聞
か
せ
る
の
が
講
談
で
、創
作
の

物
語
に
て
笑
い
を
取
る
た
め
に
話
し
を
す
る
の
が
落
語
で

す
ね
。ど
ち
ら
も
大
切
な
日
本
の
伝
統
芸
能
だ
と
思
い
ま

す
が
、貞
鏡
先
生
は
、な
ぜ
、講
談
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の

で
す
か
。

貞
鏡
先
生
：
父
も
祖
父
も
講
談
師
で
し
た
が
、講
談
は
世

襲
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、ま
っ
た
く
興
味
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。二
十
歳
の
時
に
初
め
て
父
の
高
座
姿
を
客
席
か

ら
見
て
、と
て
も
格
好
良
く
美
し
く
、「
あ
、私
、絶
対

父
ち
ゃ
ん
の
跡
を
継
ぐ
！
」と
直
感
で
決
め
ま
し
た
。

美
し
い
物
語
を
、美
し
い
日

本
語
を
用
い
て
読
ん
で
い
き
た
い

内
田
：
講
談
界
き
っ
て
の
美
人
講
談
師
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、東
京
の
講
談
協
会
に
は
約
60
人
が
在
籍
さ
れ
、約
７

割
が
女
流
と
聞
い
て
い
ま
す
。四
百
年
の
歴
史
と
伝
統
を

誇
る
講
談
の
世
界
に
お
い
て
、女
性
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

貞
鏡
先
生
：
講
談
は
自
由
で
色
ん
な
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。古
典
講
談
の
他
に
も
新
作
で
、活
躍
し
た
女
性
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、女
性
が
主
人
公
の
講
談
を
創
ら
れ
て
高
座

に
掛
け
ら
れ
る
女
性
の
先
生
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

無
限
に
広
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
、女
性
も
活
躍

出
来
る
世
界
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

内
田
：
貞
鏡
先
生
の
講
談
を
聞
い
て
い
る
と
、物
語
に
出
て

く
る
ま
ち
の
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。江
戸
を
題
材
に

し
た
演
目
も
多
数
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、神
田
や
番
町
、麹

町
と
聞
い
て
、思
い
浮
か
ぶ
風
景
や
お
話
は
あ
り
ま
す
か
。

貞
鏡
先
生
：
神
田
の
勇
み
肌
の
火
消
し
読
み
物
、仇
討
ち

神
田
祭
、番
町
皿
屋
敷
な
ど
、ち
ゃ
き
ち
ゃ
き
の
江
戸
っ
子
が

活
躍
し
た
り
、お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
幽
霊
が
主
人
公
の
講
談

な
ど
、沢
山
ご
ざ
い
ま
す
。ち
な
み
に
、私
の
母
の
実
家
は
神

保
町
で
す
の
で
、幼
い
頃
か
ら
千
代
田
区
に
は
よ
く
遊
び
に

来
て
い
ま
し
た
。

内
田
：
神
保
町
と
は
更
に
身
近
に
感
じ
ま
す
。貞
鏡
先
生

は
伝
統
的
な
古
典
は
勿
論
、ピ
ア
ノ
講
談
や
落
語
家
と
の

コ
ラ
ボ
な
ど
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
さ
れ
、ま
さ
に
講
談
界

を
牽
引
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。十
一月
に
開
催
さ
れ
ま

す「
真
打
昇
進
披
露
興
行
」は
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。最
後
に
な
り
ま
す
が
、真
打
に
な
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
ど
の
様
な
講
談
師
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
か
。

貞
鏡
先
生
：
先
人
の
講
談
師
の
方
々
が
残
し
て
下
さ
い
ま

し
た
美
し
い
講
談
を
、し
っ
か
り
と
私
な
り
に
美
し
く
読
ん

で
い
け
る
講
談
師
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。嬉
し
い
事
、

悲
し
い
事
、楽
し
い
事
、悔
し
い
事
、幸
せ
な
時
に
抱
い
た
感

情
、ど
ん
底
の
時
に
抱
い
た
感
情
…
…
私
の
人
生
で
経
験
し

た
事
を
ま
る
ご
と
高
座
に
活
か
せ
る
よ
う
な
講
談
師
に
な

り
た
い
で
す
。歳
や
経
験
を
重
ね
る
毎
に
講
談
に
厚
み
が

出
る
の
で
、私
が
お
婆
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
、こ
の
世
を
去
る
間

際
に
読
む
講
談
が一番
楽
し
み
で
す
。

張扇を用いた独特の調子は
本当に心地よいですね。

美しい物語を、美しい日本語を用いて
読んでいきたいです！

講
談
の
醍
醐
味
と
し
て
、美
し
い
物

語
を
、美
し
い
日
本
語
を
用
い
て
読

む
と
言
う
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。私
た
ち
が
代
々
受
け
継
い
で
き

た
日
本
の
美
し
さ
や
優
し
さ
、日
本

人
の
感
性
を
尊
重
し
つ
つ
、持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
と
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、改
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

一龍
斎
貞
鏡
先
生
に
は
真
打
昇
進
披

露
の
準
備
で
大
変
ご
多
忙
の
中
、お

時
間
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

アテネ・フランセの校舎
駿河台の明大通りからとちの木通りに入り、男坂、女坂を超えると、
高い塔とピンク色のコンクリートの建物が見えてきます。最近ではイ
ンスタ映えスポットしても有名な、アテネ・フランセの校舎です。ア
テネ・フランセとは、１９１３年（大正２年）創立の語学専門学校で、現
存する日本最古のフランス語学校としても知られており、１９６２年

（昭和３７年）に新校舎として建築されたのが現在の校舎です。

設計は、巨匠ル・コルビュジエの弟子である吉阪隆正によるもので、
第１４回日本建築学会賞を受賞しています。個性的な造形と色彩が
印象的な建築です。この不思議と落ち着いたピンク色は、アンデス
山脈に夕日が落ちる色をイメージしたそうです。この様な話を聞くと、
アンデス山脈の夕日を見たくなりますね。ピンクの外壁に開けられ
た小さな開口部や文字も楽しいです。何が読み取れるか、是非、じっ
くり見て頂きたいです。また、いたる所にローマ神話の女神ミネル
ウァがデザインされ、塔の上には知恵の象徴であるフクロウの避雷
針も個性的で可愛いで
す。

千代田コラムでは、身近
にある素敵な建物をご
紹介しています。これか
らも、千代田区にある名
建築を探していきたいと
思います。

内田直之（うちだ なおゆき）
1964年、熊本市生まれ B型。
国立有明高専建築学科を卒業後、トステ
ム株式会社（現LIXIL）に入社。事業企画
室長や商品企画室長、多くの開発プロ
ジェクト責任者に就任。2011年より千代
田区議会議員を3期10年勤め、議会運営
委員長や予算特別委員長、会派では幹事
長、政調会長を歴任。2021年東京都議会
議員選挙に立候補するも次点にて惜敗。
一級建築士。

活動フォトギャラリー活動フォトギャラリー 千代田コラム千代田コラム

発行　内田直之事務所  〒101-0041 千代田区神田須田町1-30-1-103  Tel:03-3252-8832  Web:www.uchidanaoyuki.com   e-mail:uchida@tcn-catv.ne.jp

●学歴
国立有明高専建築学科 卒業
明治大学公共政策大学院 修了
●職歴
トステム株式会社（現LIXIL）25年間勤務 
U&D・パートナーズ一級建築士事務所 代表
●所属団体
一般社団法人 千代田区サッカー協会 会長    
千代田区ラグビーフットボール協会 副会長
千代田区軟式野球連盟 顧問 
千代田区相撲連盟 顧問
千代田区ゲートボール協会 顧問
明治大学 校友会千代田区地域支部 副支部長
社会保険労務士会 千代田統括支部 顧問 
公益財団法人 京葉鈴木記念財団 顧問
自民党東京都支部連合会 都政対策副委員長 
一般社団法人 東京建築士会

パリ五輪予選
ワールドカップバレー2023
女子代表・男子代表の応援で代々木へ。
高橋藍選手最高です。

神田祭
4年ぶりに開催されました。準備は大変
でしたが楽しかったです。

千代田区サッカー協会 会長杯
完成した外濠公園総合グランドにて開
催。都心に素晴らしいグランドが誕生し
ました。

まちづくりシンポジウムを開催
元東京都副知事の青山佾先生にご講
演を頂きました。

第38回千代田区ゲートボール
大会
東京都代表の千代田クラブは鹿児島
国体ベスト8の強豪です。

一龍斎貞鏡
1986年年１月生まれ、武蔵大学卒業。実父が八代目一龍
斎貞山、祖父が七代目一龍斎貞山、世襲制ではない講談
界に於いて初の三代続いての講談師。2008年4月前座、
2012年２月に二ツ目昇進、2022年文化庁芸術祭賞新人
賞を受賞、2023年10月真打昇進。趣味はお酒。
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